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日本文学研究会
平成二十九年二月八日日本近代文学における芭蕉の受容
　
─太宰治の〈軽み〉─

教授
　
槍田
　
良枝
　
日本近代文学における芭蕉の受容は様々な分野に見られるが、今回は太宰治の
〈軽み〉の理念形成における芭蕉の位相を考察した。太宰は高校時代から俳句に親しみ、大学時代に熱中した連句は、小説方法を模索していた太宰に多大な影響を与えた。初期の短篇「葉」や中期の「富嶽百景」における連句の歌仙方式や付合いという方法の受容からはじまり、俳句の「単一表現」に自らの求める芸術観をみいだそうとし、俳句における名詞の効果への称讃や、芭蕉への言及が多くなる。右大臣実朝像の造型に託された〈軽み〉 理念は、後期の「パンドラ 匣」では芭蕉のかるみと同一であることが明示され、そこに新しい芸術の進む道を重ねてい また芭蕉のかるみ論は「斜陽」にも援用され 「人間失格 も俳が挿入されているこ など、太宰文学の中核 芭蕉が深く関わって る。ある日の彰子の怒り

教授
　
久下
　
裕利
　『四条宮下野集』によると天喜四（一 〇 五 六 ）年四月三十日皇后宮寛子春秋歌合において選歌された宮の女房である下野の歌三首のうち二首が、女院彰子 圧力で女院方の女房である伊勢大輔の歌に差し替えられるという事件が起きた。下野にとって晴儀歌合に三首も選歌されたのである ら名誉なこと なるはずだっただが、一転し 悲憤慷慨な件となってしまい、歌合においても下野の右方は敗てしまった。　これが事実だとすれば、温情な彰子の人生史にとっても唯一の汚点となるよう
な権力の行使であったことになるが、頼通の実娘寛子へ 後見が、後冷泉天皇を蔑ろにするような局面と 捉えれば、既に 院 彰子 立ち位置が、摂関家の藤原氏というよりも皇族圏の人として皇権を支え 立場にあって これ 単なる嫌がらせの域にとどまる事件では く、弟 後宮政策 不信感 現れとして極めて政治的な事件 ることを述べた。
平成二十九年度
　
大学院
　
文学言語学専攻
　
博士論文題目
○日本語の事態把握と話者による「ハ／ガ」の選択　
─注視点・視座と文機能の検討から─

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平成二十九年度
　
大学院
　
日本文学専攻
　
修士論文題目
〇泉鏡花作品と造形美術
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平成二十九年度
　
大学院
　
言語教育・コミュニケーション専攻

（日本語教育）
　
修士論文題目
○若者ことばと日本語教育に関する中国人日本語学習者の意識　
─青島Ｑ大学生を対象とした調査報告─
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○中国人日本語学習者のコロケーション習得における母語の影響　
─「Ｘをとる」の中国語対訳分析に基づいて─
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平成二十九年度
　
日本語日本文学科
　
卒業論文題目
○二人妻説話について

相川穂乃香
○非日本語語彙の文内使用法に関する研究

芥
　　
栞里
○乙女ゲームにおける男性キャラクターが使用する　
ポライトネス・ストラテジーの分析

甘利
　
萌泉
○『とりかへばや物 』 研究

磯部
　
美希
○三島由紀夫における恋愛観
　
─「潮騒」をめぐって─

稲垣
　
茉優
○森茉莉論
　
─「枯葉の寝床」を中心に─

指宿
　
真澄
○御伽草子における異類婚姻譚の研究

上田
　
英理
○夏目漱石「彼岸過迄」論

梅村沙央里
○ＲＤＧレッドデータガール論
　
─成長する少女─

大井友莉夏
○能の研究
　
─女性の嫉妬表現─

大前
　
潔佳
○吉屋信子『花物語』における理想の少女像

大和田緋莉
○「平中物語」論

小川
　
瑞月
○怪談における語り方の言語的研究

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萌
○阿仏尼の研究

鎌田
　
映美
○静岡県浜松市方言について

河村
　
佳奈
○「嵐」各メンバーのトークにおける言語的特徴抽出

絹野
　
まみ
○女子学生の会話における文末表現 分析　
─自然談話とアニメの比較─

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晴子
